
あろ，最下位段仁1よ二次性のロームを誠せる。

オ三四丘蜘よ主に慮であうが斜面耕ゐ矯獅あれてい観上位の段釦ま心嚢

が主に旅られ多畑であり、中位段宜ば三三でぱ公共旧地里也として利用さ丸

で踊力唖部で脚である・下鰍瓦1繍、徽倣鋤・あろが切嬬ぱ
薩某豚中心の畑である，戦前’は殆んどi桑畑であったのに今『 ｮ凄（1’く僅であろ。

その他土地利用での特微は水計下向であ砲陵穗かう水稲への切餐が術わ

〆ω乱何といって右回王与φ米禽ぱ谷底平野面た射ヒ三三三三であ

多・煮慈農塚の増加ば奢しし｝領向であり，誉榔圏整騰に二つで増喫三三され『

多であろう・坂畜膝入中乳用牛の堰加力・噛立つが，明三三の存在毛相族っ

て，酪農が併せ応われれば・綴業合’下北への一歩乙なろう。、冒その他三三への

縣河・も．著しい。

矛戯章’系然弔客良で最右有勧に照い」うれる一と今度短っだの底土色である、

ゼれによって高度差の瞬瞭でない相異ろ地二面の区分が三三であった，

小櫃川下流域の地形と土地利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　山　泰　子

1　地域の概観

　小櫃｝｝は房総半畠の」〔陵に］三三発し東京湾に灘れて1る三三り

の中の一つであろ・ここでとり卸ヂろ下流域剛よ小櫃川が彩つくる・1・平野の

標高ち八〃フη，ン三下・り」部分であろ。車・野の脅此を限るのぱ両三弛の蔭二郎に当

ろ覇分でありニの台地の地質ぱ洪積笹砂層の成田層衣基盤巳し、その上K閃

東下ニムをのせてeる．・臆下平野四三三主解野がそうであろよ

うに・零丁堆濱面が旧地忙した隆起海・岸平野に属すろ，㊧，中野尊正著r日

初韓」調査繊1蜥政鰍て劇震ぽ鞭翻礪し、その産業綴滴
下に主力がやそがれていうが副蒙としての水産票（特に海苔、頁類）三二婁

であ．ろ。

π　：地　形

調査輝繭乎轡型であろ二丁・癩嘩として鰻願噸つた，
ここに表れた局轍肱株木状滉ば徴地形を分類すち切回てさえなる。写三

三剃継麺（主に撮読購！診蘇罐飢て地回鞭を偏。
区・分された地形1一般平野厨、旧耐竣，洪三三砂州、綾肯虚也．三焦二二台廻）

本地域の地形的特色

沈・小樋厭路Ol激←い疫遷養蘇す旧河燈の断盗が訳山みられろ李・，
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4．浜堤列の発達が良し聾蓼。（頭北にのび東晒方向に列をなす）

峙にこの換二二ぱ古い初力、ら轡》下部を東割から顧劉へとが聴震
えて寿り．；地聯二三輿をン考柔ろ上かうも基葬と．なりうろ・浜堤列が土地の嵐ケ

旧記な隆起の結果各二三君Uに・腸威されたものと：すれば他．の砂州算の燈横地

形と共に発二丈凶な考察の上で重’婁な四割を演ずる。顔ち一海門燈平町が瞳

記すう前の海岸練の推定を可細てすう、この旅な仮定を前擬とすれば浜属須

賀（爽凝）二二（棚52＞一坂ヂ市務（砂物を結ぶ繰よ回る．同一時期にあ1ナ

る藺：岸1線一であっ・た．～二いう推建：が戒立つ．二の線を境に多少磁：態の茨イヒが，み

られろ事1よ伺か邊つた饗豪一例之ぱ’時阿’的な再蒲．砂の秩紛量の痘化一一が誓

いた｛結黒と／考えう，れる

孤　土彪＝利園，

　地形との二言で特・に福摘すべき二丁落立地の向題であ・うb即ち、低湿を地

蜘てあって臨燈積地三二落立地1懐要な意味を三つ．調査地域で毛オ更

三二衝地、岩根、奈哀輪響大きな三三ぱ例外なく層・部的な島まりであろ簸積

比溜に立地してし、ろ。尚根庄：地下水による探丼三三・飲料水として利用さ二九ヌ1

集薙ト立地。重要な二乗どなった争広確かであろ。

　圭に浜堤列何に二二すろ復背虚地ぱ生産柱の低P水田となるオ飯特に年中

高山しマeろ諏な強湿田にぱ蓮相が’識循さ飢て（｝ろ，

　土地利用図・二二．焼地繊，永：国地域果樹園

　土」三山屠上の特色、

一毛惚田の卓越→低湿な電形を反映する。

r島三一」の毒在→歴三三な遺物

　　　　　同檬な景観を回する豪葛南部地域との比三等→「日本の±地貸陽地方爾

一物の酩化Kつωて、依璽津布ば地納諸麟鋤みると藪膿紫舷
　として発：記する余地ぱあろ。しかし環状でぱ畑：地1よ、．専ら自縷用探物を杯1

　る程度、ノ都布向け叢i醸としてぱ僅がにトマト，キウリを探っていろ」てすぎ

　ない．胤名なレンコ》は一むしろ消極認な嫌物であり．癬一素楽下すろ昆込感少い

π．結び

　二形と：土：詑利用衣総合して吏：琵の鐸台としてめ小櫃堰平野ど考之てみるど，

畷磁吻二二歴三二纐、回しき働門門立っ・矧種要覧蓑〕
の二二ぱ少ぐとも日本の二二で賦縛帯簿にならざるをえず小櫃〃1下流域もそ

の惚鰍で蘇二二が三四靴‘、えろ。その壕イ乍雄四隅
虚鋤嘩越する地域とあってぱ二重の螂猷力二丁どさ綱、遽即智業地域ど

して発雇する可熊姓が夢ろとばいえ例えば安，房の尊：柁栽暗の旅なキメ与がな
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い継纈物劫雄格へ画譜ろ上でちゅうち縫嶺婿勧原論毛なろう『・
　ノ：方近素．京’削正蒙礎：帯の造〕成が大きく採り上げら；れでいろ・もしこ二の大葛十醜1・が実現す

多層なれば工業にみるべき劔誌し’頼聯雛の穆蜘薩珠師として層酬

塘砺二どであろ弘　　　　　　　　　　　　　　
“

那須扇状地東部の自然とゴニ地利用

一栃木県那須郡黒羽町川西を中心として一

水谷安子
入蘭諮鯛焦勲の鱗臨祉会葡条劒雛をろ｝すている・品濃叢活釧妬し’

て1ま、祉会鎌4磁力も秘せない¢蔦やばり根本細てば西面の麺己無くうけてい

秘いえよ一死こ碗味煮ある地威の性格をつか毛うとす繍・1その地綾の鰍環詠

歎しそ倣礁拡げら摘入醜動ζくに屡業が・いかなる鵬の諦めであるかき

しろこと跳欝K重要であると考えろ．

鞭地誌ば三年榔前払漉き興癩筋ス騒室賑しヒ揺揺卸し姻
駕し資料．の得や飢・顧扇状蛇継ぴ．その中でも繍の旧川醐裾｝日金二一嫉孫

を中心と：して取上げた。　　　　　　　　　　　　．　　　「　　、・　　　．　．虫・

　そして．まヂ地潜区分を中浬κ、自焦環境がどの橡であろのガを調べ．・次に宮漏糸件ど

劉妾なつながジをもつ農業がど：0旅に行われていうか、申でも籔近の電気場オぐ1くよ葛末田

イヒがど1のように：進めら：れ，いかなる西田を与えていうか紙芸ヒめろ：二乙にした・畠

　鉱形区分汰当敬雲で既に疲さ；れていろ油状遊’全稼の区分を大いに参考K：し、更に屋寧写

真の判魏，不充分ながう占地調査を茄えて石つ鳶。そして宜陵面、・台地面、段皿面・急｛斜

面に区暗した．調査地心南端の那珂唄詠いに赤られろように、基鑑の点訳翫唐ぱ廟心地の

軸に向って領呵してあり、この盆地状の地形の所詮那卿高原大細りうの噴出物が堆積し

ち。それが次才に侵蝕をうけ、灘状の固い地形が形成されたρ血陵地面ご区分したのは・

’この痢状地により埋め残された翻分であろ。次にて．の嶺状地ガ’侵蝕をうけたが，後蝕をう・

げずに残っためが台地面である。台地面形成後に切一ムの三下があり五霞地、台逝萄K厚

く燈積した。次に台地癒を侵蝕しだ部分を煮らしい廟状地がおおった，・こめ面を那珂韻支

、流と＝．ヌ彗玉才つ1をし三蚤11｝が㌧谷頭季…芝倉盤ζをゴ密＝了し1、　⇒馨乏滑面『き二形戚しフ≒三昏

丈姻田の癒骸ノ幡の地点1面積で概観してみると，薪地が45ヲ9・山秣原野が

玄2％で，薪地蜘よ擬汰県坐癒の44％と殆ど渋らず，企国平均ノ6％に対してば大林3

倍近：し｝値を示してeる。末E則ま畑地の2四強，旧地の68雅を占めラK田地域の4生楼を示し

ていろ。

　地形面の回忌感，まに地」ド末の斌存状堀、頓爵などと肉比し、ニピ地声用にかなりの鑑を

みせていろ。邸ち，丘虚血1よ壮絶葡に嗣薪を受1ナた斜面であり、一画面畑盆広く大鋸分眩

斌地であ’う、自：地面は：非轄に平坦であろが、ノ〃伍前穣の白一ム層の下が襟回で蝿下煮が
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